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　市では、このたび未来を担う子どもたちが健やかに育つ環境づくりを総合的に進めていくための
「なめりかわ子育てプラン（滑川市次世代育成支援行動計画）」を改定しました。
　この計画では、将来の滑川市を支える子どもを社会みんなで育む「子どもが真ん中にあるまちづくり」
を目指し、平成 22 年度から平成 26 年度までの５年間に少子化対策として取り組む施策の方向性や目
標を総合的に定めました。引き続き「地域みんなで子どもを育む　ひかりのまちづくり」を基本理念
に掲げ、男女がともに家庭や子育てに夢を持ち、次代を担う子どもが健やかに育つ環境づくりをより
一層推進することとしています。
　市民の皆さんと一体となって、この計画を確実に実現するよう努めますので、ご協力とご参加をお
願いします。
●計画の理念　　地域みんなで子どもを育む　ひかりのまちづくり
●基本視点
　基本理念の実現に向けて、以下に示す９つの方向性を行動計画において大切にすべき基本視点とします。

●基本目標
　基本理念を実現するために、次の４つを「なめりかわ子育てプラン（行動計画）」における基本目標
とし、総合的に施策を推進していきます。

　❶子育てをしているすべての家庭の支援
　❷子育てにやさしい職場環境づくり
　❸親と子の学びと育ちの支援
　❹子どもが健やかに育つ安心なまちづくり

※計画書については、福祉課窓口のほか、図書館や地区公民館などでも閲覧できます。また、市ホー
ムページにも掲載しています。

問合せ先　福祉課（内線７５３）

なめりかわ子育てプラン（後期計画）を策定しました
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か
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づ
く
り

母性ならびに乳幼児および
児童の健康の保持および増進

子育てをしているすべての家庭の支援

子どもが健やかに育つ安心なまちづくり

親と子の学びと育ちの支援

子育てにやさしい職場環境づくり

地域における子育ての支援

子どもの安全の確保

子育てを支援する生活環境の整備

要保護児童への対応など
きめ細かな取り組みの推進

子どもの心身の健やかな
成長に資する教育環境の整備

職業生活と家庭生活との両立の推進

「なめりかわ子育てプラン」の施策の体系

基本理念 基本目標 施策の基本目標施策の基本目標

☆
滑
川
市
の
行
政
改
革
全
般
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご

提
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き
ま
し
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は
、
今
後
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行

政
改
革
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進
め
る
上
で
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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1
窓
口
業
務
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

●
３
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
（
ス
マ
イ
ル
・
ス
ピ
ー

ド
・
親
切
）
の
徹
底

●
デ
ス
ク
配
置
を
窓
口
向
き
に
す
る
レ
イ

ア
ウ
ト
の
改
善
、
窓
口
リ
ー
ダ
ー
の
設
置

2
手
続
き
の
簡
素
化
と
利
便
性
の
向
上

●
窓
口
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
く
ら

1
更
な
る
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部
委

託
）
の
推
進

2
指
定
管
理
者
制
度
の
充
実

●
公
募
に
よ
る
指
定
管
理
者
の
選
定
、
利

用
料
金
制
度
対
象
施
設
の
拡
大
の
検
討

3
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
市
場
化
テ
ス
ト
の
研
究

●
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
た
民
間
活
力
の
導
入

手
法
や
市
場
化
テ
ス
ト
の
研
究

1
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協
働

●
現
物
支
給
事
業
の
拡
充
、
自
主
防
災
組

織
の
育
成
、
ご
み
減
量
化
の
推
進
、
地
域

ぐ
る
み
除
排
雪
活
動
の
推
進

2
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
育
成

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
の
開
催
、
ボ

1
財
政
健
全
化
の
た
め
の
取
り
組
み

●
財
政
健
全
化
の
た
め
の
条
例
の
制
定
、

分
か
り
や
す
く
透
明
性
の
高
い
財
政
運

営
、
中
期
的
な
財
政
見
通
し
の
確
立

2
新
た
な
歳
入
の
確
保

●
市
税
な
ど
滞
納
額
縮
減
の
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
、
差
押
さ
え
物

件
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
の

検
討
、
広
告
掲
載
募
集
事
業
な
ど
に
よ
る

収
入
の
増
加
、
遊
休
施
設
・
未
利
用
地
の

積
極
的
処
分

3
適
正
な
受
益
者
負
担

●
使
用
料
、
手
数
料
、
負
担
金
な
ど
公
共

料
金
の
定
期
的
な
見
直
し
、
受
益
者
負
担

1
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

●
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
検
証
、
評
価
結
果
の

公
表
、
環
境
に
配
慮
し
た
施
策
の
推
進
、

入
札
制
度
の
改
善

2
広
域
的
な
視
点
に
よ
る
事
務
事
業
の
推
進

●
新
た
な
広
域
行
政
事
務
の
検
討
、
広
域

事
務
組
合
な
ど
へ
の
負
担
金
の
削
減

3
事
業
仕
分
け
制
度
の
研
究

●
事
業
仕
分
け
制
度
の
先
行
事
例
で
の
成

果
や
問
題
点
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
と
の

関
連
な
ど
の
研
究

1
機
動
的
な
組
織
機
構
と
定
員
管
理

●
子
ど
も
課
の
設
置
、
戦
略
的
か
つ
機
動

的
な
組
織
機
構
に
よ
る
対
応
、
定
員
管
理

の
適
正
化

2
新
人
事
評
価
制
度
の
推
進
と
適
正
な
給

与
体
系

●
能
力
・
業
績
を
重
視
し
た
評
価
制
度
の

本
格
導
入
、
人
事
異
動
等
に
係
る
自
己
申

告
制
度
の
充
実
、
時
間
外
手
当
の
削
減

3
職
員
の
意
識
改
革
と
能
力
向
上

●
「
人
材
育
成
基
本
方
針
」
の
見
直
し
、

地
元
民
間
企
業
派
遣
研
修
の
検
討
、
部
門

毎
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
養
成
、
自
主
的
グ

ル
ー
プ
政
策
研
修
の
充
実
、
行
政

事
務
改
善
提
案
制
度
の
活
性
化

ル
ー
プ
政
策
研
修
の
充
実
、
行
政

1
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
即
し
た
情
報
提
供

●
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

2
行
財
政
関
連
情
報
や
指
標
開
示
の
徹
底

●
各
種
行
政
資
料
、
財
務
資
料
・
指
標
な

ど
の
公
開
拡
充

3
多
様
な
媒
体
の
活
用

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
更
な
る

活
用
、
モ
バ
イ
ル
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
機
能
を
活
用
し
て

提
供
す
る
情
報
の
充
実

　

平
成
22
年
度
〜
26
年
度
（
５
年
間
）

　

市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
行
政
改
革
推

進
本
部
」
に
お
い
て
、
進
行
管
理
な
ど
を

行
う
と
と
も
に
、
改
革
を
具
体
的
か
つ
計

画
的
に
遂
行
す
る
た
め
の
実
施
計
画
を
策

定
し
、「
行
政
改
革
懇
談
会｣

か
ら
の
意

見
や
提
言
な
ど
を
参
考
に
、
毎
年
度
見
直

し
を
行
い
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
大
綱
の
項
目
以
外
の
改
革
に
つ

い
て
も
随
時
盛
り
込
む
こ
と
で
、
必
要
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
、
市
税
な
ど

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
収
納
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
に
よ
る
納
付
の
検
討

3
市
民
の
意
見
反
映
方
法
の
充
実

●
地
区
ご
と
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

開
催
、「
市
長
へ
の
手
紙
」
事
業
の
充
実
、

提
案
箱
の
設
置

行
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

③
健
全
で
効
率
的
な
行
政
経
営

　

政
策
や
施
策
に
つ
い
て
の
必
要
性
や
重

要
度
を
明
確
に
し
、
そ
の
成
果
を
客
観
的

に
検
証
で
き
る
「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
意
識
改

革
と
能
力
開
発
に
基
づ
く
新
た
な
人
事
制

度
や
様
々
な
地
域
課
題
に
効
率
的
か
つ
柔

軟
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
な
ど
、
よ
り

一
層
効
率
的
で
自
立
と
持
続
が
で
き
る
行

政
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
充
実
、
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
の
検
討

3
協
働
を
推
進
す
る
た
め
の
施
策

●
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、
協

働
に
関
す
る
庁
内
各
部
課
の
連
携
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
指
針
の
作
成
と
窓
口
の
一
元
化

な
ど
市
民
へ
の
負
担
に
関
す
る
説
明
の
徹
底


